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　自分の創作物が、人を感動させること。これは素晴らしい体験です。
デジタル技術の発達により、表現のためのツールや発表の場は飛躍的に
増えました。熱意と努力次第で、自分の創作物を多くの人に伝えられる
時代です。ネットでの高評価をきっかけに、創作活動が仕事になるような
例も、今ではそれほど珍しくありません。

　ただ、どれだけツールが発達しても、創作活動そのものは容易なもの
ではありません。産みの苦しみはもちろん、表現技法を参考にしたらパク
リ扱いされたり、逆に、二次創作が多くの人から賞賛されたり、無断転
載や無断利用をされてしまったり。何が良くて何がダメなのか、どうやっ
て自分の身を守ればいいのか。「権利や法律って難しい」「著作権って
よく分からない」という方も多いことでしょう。

　筆者はこれまで主に電子出版関連の最新動向を取材し、記事を執筆
してきました。また、セルフパブリッシングのコミュニティを運営し、創作活
動のお手伝いもしてきました。そういった活動の中で得られた知識やノウ
ハウをかみ砕いて説明することは、きっとクリエイターの手助けになると思
い、まとめてみることにしました。

　権利や法律は、他人の創作物に対する義務や制限を規定するだけ
ではなく、自分の身と自分の創作物をも守るものです。ちゃんと理解しうま
く活用すれば、きっとあなたの創作活動の手助けになるでしょう。ぜひ本
書を読んでみてください。

　法律面では、弁護士の福井健策先生にしっかり監修していただきまし
た。また、多くの方々に協力いただきブラッシュアップを重ねたことで、非
常に分かりやすい本になりました。この場をお借りして協力者の方々に感
謝の意を申し述べます。

2015年4月　鷹野 凌

まえがき
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そもそも著作権って 
何だろう

先生、そもそも著作権って、いったい何ですか？　
クリエイターには、必ずついて回りますよね。文章はもちろん、イラストや
漫画、写真や音楽、映像も。周りの友だちも『何だか難しくてよくわからな
い』って言ってるやつが多いんですよ。

「	ひとことで言うなら、自分の作品が、どのように利用されるかを決定で
きる権利です」

えーっと、他人に勝手なことをさせないとか、逆に、好きにしていいよ！　
というのを決められるってことです？

「	そういうことになります。権利は自分にあるので、どうするのかも自分
次第です。ちなみに著作権法では、本を読んだり音楽を聴いたりと
いった行為は『使用』、原則として著作者の許可が必要な行為は『利
用』といいます」

あ、『使用』と『利用』って違うんだ。その権利を使うには、何か資格が
必要なんですか ？　例えば先生のような弁護士みたいに、国家試験に
合格しなきゃいけないとか。

「	特に必要ありません」

作品をどこかに登録しなきゃいけないとか？

「	その必要もありません。作品として表現された瞬間、自然に発生する
権利が著作権です」
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著作権法17条2項（著作者の権利）

著作者人格権及び著作権の享有には、いかなる方式の履行をも要しない。

「	いちおう、文化庁に著作権の移転などを登録する制度も存在していま
すが、登録しなくても権利は得られるのであまり利用されていないのが
実態です」

ヘタクソな絵だったらダメとか？

「	プロが作った作品であろうと、アマチュアが作った作品であろうと、そ
れこそ、子どもの落書きであっても関係ありません。人の考えや気持
ちが個性的に表現されていればいいのです」

何だかすごい権利ですね。

「	でしょ？（ニコッ）」

先生、笑顔がコワイです。

著作権を使うと 
何ができる

ところで、著作権を使うと何ができるんです？

「	ひとことで言うなら、著作権を利用すればお金を手に入れることが可
能です」

おお！　と、ちょっと待ってください。
『可能です』ということは……？
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「	お金を手に入れられるかどうかは、作品の面白さや楽しさ、美しさと
いった他人からの評価や、その作品を利用したビジネスのやり方次第
ですね」

デスヨネー。世の中そんなに甘くないデスヨネー……。

「	多くの人から評価されたくさんの対価が得られる作品というのは、どう
しても限られてしまいますね。そしてこの、お金が手に入るかという点
でも大事になるのが『名前』です」

……と、言いますと？

「	例えば、自分で描いたイラストを、インターネットに無料で公開したとし
ます。たくさんの人がイラストを評価してくれました。名前が多くの人
に知られるようになりました。これは名誉なことです。でも、それだけで
はお金になりません」

あ、そうか！　有名になれば、依頼されお金をもらってイラストを描けるか
もしれないですね。

「	そうです。だから、誰が描いたかわからない状態になっているイラスト
だけが、勝手にどこかで流通しているような状態では通常ダメで、名
前と作品がセットになっていることが非常に重要なのですよ」

お金も名誉も、どっちも大切ですね。
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著作権は
どうやって使う

著作権は、作品を作ったら自然に発生する権利で、お金を得ることが可
能、と。なんとなくわかってきました。けど先生、著作権ってどうやって使
うんですか？

「	著作権法という、法律に定められた権利ですから、法律に基づいて利
用しましょう」

ええっ？　ちょっと待ってください。
実はこの間ちょっと調べてみたんですが、著作権法って百何十条もあっ
て、めちゃくちゃ難しそうなんですけど。

「	簡単な話なら、弁護士要りませんよね（ニコッ）」

先生、やっぱり笑顔がコワイです。

「	もちろん、何でもかんでも弁護士や弁理士に相談しなさいとは言いま
せん。忙しいのは仕事冥利に尽きますけど、自分で自分の身を守るに
は、ある程度の知識が必要です」

そりゃそうですけど……。

「	ではまず、著作権法1条を読んでみましょう」

著作権法1条（目的）

この法律は、著作物並びに実演、レコード、放送及び有線放送に関し著作
者の権利及びこれに隣接する権利を定め、これらの文化的所産の公正な
利用に留意しつつ、著作者等の権利の保護を図り、もつて文化の発展に
寄与することを目的とする。
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……先生、やっぱりなんだか難しそうです。

「	ちゃんと説明してあげますから。最初に（目的）とありますね。つまり1
条には、著作権法の目的が書いてあります。それが最後の『文化の発
展に寄与すること』です」

文化の発展に寄与、ですか。

「	そうです。その目的のためには『著作者等の権利の保護』が必要なの
です」

お金と名誉を得るために？

「	そう！　よくわかりましたね（そこだけは、ちゃんと頭に入っていたの
ね）」

わーい！

「	『隣接する権利』はややこしいので、一旦飛ばします。省略して『著作
物に関し著作者の権利を定め』と読むと？」

わかりやすくなった気がします。

「	でしょ？　ただし『これらの文化的所産の公正な利用に留意しつつ』な
ので、なんでもかんでも保護されるわけではない、ということになりま
す」

つまり、例外もあると？

「	そういうことです。『文化の発展に寄与』するのが目的ですから、権利
ばかり強くなって『公正な利用』の妨げになってしまっては困りますから
ね」

なんとなくわかってきました。

「	ちなみに先ほど飛ばした『隣接する権利』というのは、著作物の伝達
に重要な役割を果たしている者に与えられる権利です。歌手、演奏


